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７月３０日から国際セミナー 
G・N(グローバルネット）が京都で総会開催へ 
セミナー１  

「ミサイル防衛」の真相 「宇宙で
も戦争する国」日本へ？ 
７月３０日（木）午後１時～５時 
同志社大学志高館１１２教室 
＊ウクライナ・IS・炭化水素覇権を
めぐる復活ネオコンの戦略と矛盾 
＊米軍事戦略のなかの経ヶ岬MD基地
の位置と役割 
＊宇宙戦争を想定した日本の「第３
次宇宙基本計画」の問題点 
＊MDをめぐる論争ーー韓国の場合 
経ヶ岬ツアー(現地日程のみ記載、バスは満

席） 

７月３１日（金） 
12:00 間人の丹後地域公民館（昼
食＜持参＞と事前学習と地元との交
流） 
13:00 基地視察 
15:30 帰途に 
セミナー２(3つの分科会） 

宇宙規模で構築中の米国戦争システ
ムの全貌を探る 
８月１日(土）午前９時３０分～１
２時５０分 
立命館大学(衣笠)敬学館２２５・２
２６・２２７教室 
＊米・英・伊・印・北欧・韓国・沖
縄・九州・東京・京都からの報告を
素材として 
セミナー３ 

８月１日(土）午後２時～５時３０
分  
立命館大学(衣笠)敬学館２１０ 
＊チェコにおけるMD基地阻止の経験
と東欧での戦い 
＊MDと宇宙核戦争、原発炎上ーー米
国戦略の帰結 
＊中国、インド、パキスタン、ネ
パールの動き 
＊軍事化が進む日本の宇宙政策のも
とで、何をすべきか 
 
※各セミナーの資料･通訳費は１０
００円。市民開放のセミナーです。
報告者などの詳細は（http://space
-peace-kyoto.blogspot.jp/) 
 

 昨年京都府民の会元事務局長の戸田さんと立命館大学の藤

岡教授が、アメリカで開催されたG・Nの総会に参加し、経ヶ

岬の米軍基地について報告しました。これをきっかけに決

まった京都でのG・Nの国際セミナーが近く開催されます。参

加自由です。ぜひご参加ください。 

 G・Nは、１９９２年にアメリカで設立され、兵器と核エネ

ルギーの宇宙配備に反対する市民組織です。今回はじめて京

都で開催されます。米国、英国、ドイツ、チェコ、スウエー

デン、ノルウエイ、イタリア、アイルランド、カナダ、イン

ド、ネパール、韓国などから３５名の専門家や市民が京都に

集まります。 

 京都ではミサイル防衛のための米軍基地設置が大きな問題

となってきました。また、安倍内閣の戦争法は、その位置付

けを質的に変えてしまう重大な内容をもっています。 

 ７月３１日には、現地の基地視察と交流会が行われます。 

※いずれも参加自由です。（１セミナ、資料･通訳費１００

０円です） 

戦争法で米軍基地はどうなる 
府民の会学習集会を開催(2面に記事） 

7月5日京都教育文化センター 
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 府民の会は、7月5日、京都教育文化センターで「学習集会 

とめよう!戦争法 京丹後経ヶ岬・米軍基地は撤去を」を開

催。120名が参加しました。学習会は、戦争法案が重大な政治

的焦点となる中、経ヶ岬米軍基地がどのような役割を果たして

いくのかを明らかにしようと開催しました。 

 森下総子共同代表が「安倍政権は暴走のきわみ。経ヶ岬の米

軍基地は戦争法で非常に危険なものとなる」と主催者を代表し

てあいさつ。 

 経ヶ岬米軍基地の現地の状況を、米軍基地建設を憂う宇川有

志の会事務局長の永井友昭さんが、戦争法・日米ガイドライン

と経ヶ岬米軍基地について府民の会事務局長の片岡明さんが、

国会での論戦をはじめ戦争法について日本共産党の井上さとし

参議院議員が、それぞれ報告をしました。 
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